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　圏央道の整備により、 地震に伴う津波により沿岸部が浸水被災した場合の救援ルートの確保が可能
となります。 （くしの歯作戦等による迅速な道路啓開、 非常時の迂回機能の発現）
  圏央道の整備により、 三浦半島へのアクセスが強化され、 三浦半島のさらなる地域活性化が期待さ
れます。 コロナ前の水準の９割ほどまで回復しています。
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物流物流

　神奈川県の企業誘致施策である「インベスト神奈川※1」、「インベスト神奈川2ndステップ※2」、「セレクト神

奈川100※3」及び「セレクト神奈川NEXT※4」により事業認定された企業のうち、約4割が圏央道IC周辺に立

地しています。

　残る神奈川県内の圏央道（金沢～戸塚、横浜湘南道路）の整備により、沿線の更なる企業立地促進が期

待されます。　神奈川県の東西方向の道路ネットワーク強化

　安全な国土づくり ・ 三浦半島の地域活性化　

圏央道の開通で形成される広域的な高速道路ネットワークにより、 沿線の企業立地の促進や広域的な観光
交流の推進による観光需要の創出など、 地域産業の活性化が期待されます。 また、 国際コンテナ戦略港
湾である京浜港 （東京港、 川崎港、 横浜港） や羽田空港からの物流の効率化を支え、 日本の国際競争力と
成長を支えます。

　東名高速 （横浜青葉 IC ～伊勢原 JCT） や保土ヶ谷 BP （上川井 IC ～新保土ヶ谷 IC） に交通が集中し渋滞や
事故が多発しています。
 　圏央道 （金沢～戸塚、横浜湘南道路） の整備により、神奈川県の東西軸の多経路化による交通分散が実現し、
東西方向を中心に円滑化が図られ交通渋滞の緩和走りやすさ向上による交通事故の減少と神奈川県内における
リダンダンシー向上によるネットワーク機能の強化が期待されます。
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※1：「インベスト神奈川」とは、助成金・税制措置・低利融資などの支援を通じて、神奈川県への
　　　立地をサポートする制度（取組期間：平成16～21年度）
※2：「インベスト神奈川2ndステップ」とは、助成金・税制措置・低利融資などの支援を通じて、神
　　　奈川県への立地をサポートする制度（取組期間：平成22～27年度）
※3：「セレクト神奈川100」とは、補助金・税制措置・低利融資などの支援を通じて、神奈川県へ
　　　の立地をサポートする制度（取組期間：平成28～令和元年度）
※4：「セレクト神奈川ＮＥＸＴ」とは、補助金・税制措置・低利融資などの支援を通じて、神奈川県
　　　への立地をサポートする制度（取組期間：令和元年11月～）
※令和5年12月26日現在
　　　なお、認定件数にはインベスト神奈川、インベスト神奈川2ndステップ、セレクト神奈川100及び
　　　セレクト神奈川NEXTを含む制度を複数回利用した企業を重複を含めてカウントしている。
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出典：神奈川県産業労働局産業部企業誘致・国際ビジネス課提供資料、神奈川県HP

凡例

｢インベスト神奈川｣･｢インベスト神奈川2ｎｄステップ」･｢セレクト神奈
川100」･セレクト神奈川NEXT」の認定企業

圏央道IC ５ｋｍ圏

圏央道（金沢～戸塚･横浜湘南道路） ５ｋｍ圏

圏央道（金沢～戸塚）

インベスト神奈川※1、インベスト神奈川2ndステップ※2、セレクト神奈川100※3及びセレクト神奈川NEXT※4による認定企業件数

今後事業区間沿線への企業
立地が期待される
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外貨＜港湾別コンテナ取扱貨物量＞
出典：令和5年港湾統計（年報） 内貨

＜横浜港におけるコンテナ取扱貨物量＞

横浜港のコンテナ貨物（計258万ﾌﾚ ﾄーﾄﾝ）について、多方面へ展開している状況。

※1   京浜港（東京港・川崎港・横浜港）は国際コンテナ戦略港湾に指定されており、横浜港のコンテナ取扱量は全

国2位。横浜港からコンテナ貨物を全国に展開している状況です。

   新東名高速道路（海老名JCT～新御殿場JCT）や港湾整備と一体となって産業の国際競争力強化が期待され

ます。
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資料：神奈川県入込観光客調査結果

圏央道ＩＣ５KKm圏

136件件
（336％）

圏央道（金沢～戸塚・

横浜湘南道路）ＩＣ５KKm圏

112件
（33％）

その他

235件件
（661％）

関東地方北部･新潟

･東北方面

（51万フレートトン）

[約22%]

関東地方東部方面

（54万フレートトン）

[約24%]

神奈川県内

（101万フレートトン）

[約45%]

出典:令和5年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査

中部･西日本方面

（20万フレートトン）

[約9%]

フレートトン：容積は1.133立方メートル（40立方フィート）、重量は1,000キログラムを1トンとし、容積と
                 重量のうちいずれか大きい数値をもって計算した値
TEU          ：１TEUは、国際規格である20フィートコンテナ1個分

※1）平成22年8月、「民」の視点の港湾運営、コスト低減策、国内貨物の集荷策などの具体性、計画性
     、実現性など今後の伸びしろを重視する選定基準により、国際コンテナ戦略港湾として阪神港及
      び京浜港を選定
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横浜港コンテナ取扱貨物量
全国第2位
298万TEU

<保土ヶ谷バイパス>

（平日昼間12時間で約10万台）※2
（平日24時間で約14.7万台）

交通量　全国１位
<東名高速道路>

（上り線、172万人･時間/年）※1

渋滞損失時間　全国１位

※ 1:H31･R1渋滞ワーストランキングより
※ 2:R3センサスより（一般国道全国1位は12時間交通量）
※ 3:相模川水系広域ダム管理事務所HPより
※ 4:画像　横須賀市　提供
※ 5:画像　マザー牧場　提供
※ 6:画像　株式会社グランビスタ
　　　　　ホテル＆リゾート鴨川シーワールド　提供
※ 7:画像　横浜中華街発展会協同組合　提供
※ 8:画像　公益財団法人横浜コンベンション･ビューロー　提供
※ 9:画像　日本空港ビルデング株式会社　提供
※10:画像　神奈川県　提供
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